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平成 20年第３回定例会

平成１９年度決算認定、補正予算、条例の一部改正等、全１３案件を可決平成１９年度決算認定、補正予算、条例の一部改正等、全１３案件を可決
　第３回定例会は９月４日から９月１９日まで開

催されました。審議された議案等は、決算認

定３件、条例改正２件、補正予算４件、意見書

提出２件、報告案件２件、です。提出された案

件はすべて原案のとおり可決しました。通告

質問については、８人の議員が登壇し市政一

般について質問しました。

（傍聴者　計４８人）

審議された主な議案

件　　　　名 内　　　　　容

◎平成２０年度潮来市一般会計補正

予算（第２号）

前川周辺噴水等整備工事、舟溜り樋門改修工事等　総額１億１,９６０

万６,０００円を追加するもの

◎平成２０年度潮来市国民健康保険

特別会計補正予算
後期高齢者支援金等　総額４,９１０万９,０００円を追加するもの

◎平成２０年度潮来市介護保険

　特別会計補正予算

介護給付費準備基金積立金等　総額１,５０９万３,０００円を追加する

もの

◎平成２０年度潮来市下水道事業

　特別会計補正予算
施設材料費等　総額２３６万１,０００円を追加するもの

◎平成１９年度潮来市歳入歳出決算

認定

平成１９年度の一般会計・特別会計決算

総額１９７億９,４６７万６,２５３円（歳出）を認定

◎生活品の物価高騰に対する緊急対

策を求める意見書（議員発議）

物価高騰に伴う実質所得低下を緩和するため、中低所得者層を中心

に所得税減税や生活困窮者への補助金制度創設などを国に対して求

めるもの

◎教育予算の拡充を求める意見書

　（議員発議）

きめ細かい教育、教職員の人材確保等のため教育予算の拡充を国に

対して求めるもの

会　  議　  経  　過会　  議　  経  　過

月　日 議　事　日　程

９月 ４日（木） 開会・議案説明

９月 ９日（火） 市政一般通告質問　４人

９月１０日（水） 市政一般通告質問　４人

９月１２日（金） 議案質疑・採決

９月１６日（火） 各常任委員会

９月１９日（金） 委員会報告・採決・閉会

請  願  審  査  結  果

受付番号 件　　　　名 提　出　者 審査結果

請願第１号 教育予算の拡充を求める請願
茨城県教職員組合鹿行支部

潮来班　伊藤博之　ほか157名
採　択

請願第２号
原油・食料など生活品の物価高騰に対

する緊急対策を求める請願

日本労働組合総連合会

茨城県連合会鹿行地域協議会

議長　宮口高明

採　択
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会　計　名 歳　入　決　算 歳　出　決　算 差　引　残　高

一 般 会 計 １０９億５,７３８万４,６７２円 １０６億８,９２９万９,９４６円 ２億６,８０８万４,７２６円

特

別

会

計

国民健康保険 ３６億４,５５８万４,６９９円 ３６億２,４５３万   ８２３円 ２,１０５万３,８７６円

老人保健 ２２億４,６０５万９,２７６円 ２２億４,５２１万９,５４９円 ８３万９,７２７円

下水道事業 １８億１,６０９万４,３６０円 １７億８,９８６万７,７６１円 ２,６２２万６,５９９円

農業集落排水事業 ５,５８６万９,９３０円 ５,４３２万２,７５５円 １５４万７,１７５円

介護保険 １４億２,３２３万２,０３５円 １３億９,１４３万５,４１９円 ３,１７９万６,６１６円

合　　　計 ２０１億４,４２２万４,９７２円 １９７億９,４６７万６,２５３円 ３億４,９５４万８,７１９円

※一般会計残高のうち、３６３万８千円は翌年度繰越しの為、実質収支は２億６,４４４万６,７２６円の黒字

企 業 会 計 歳　入　決　算 歳　出　決　算 差　引　残　高

水 道 事 業 収 益 ７億１,７７０万７,９５２円 ６億７,９５６万５,４２６円 ３,８１４万２,５２６円

水 道 事 業 資 本 ５億９,９２２万６,０００円 ８億９,０２８万６,３０５円 △２億９,１０６万    ３０５円

工業用水道事業 １,３０２万１,６５２円 　　１,２７５万６,３１２円 ２６万５,３４０円

※水道事業資本の不足額は、過年度損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額等で補てんした。

請願にもとづき、議員から提出された意見書が可決され、国の関係行政庁へ送付しました

生活品の物価高騰に対する緊急対策を求める意見書
　
　原油や食料品の価格の高騰が続き、国民、勤労者

の生活を直撃している。

　日本の景気は下降し、特に生活困窮層にあっては「健

康で文化的な最低限度の生活を営む権利」が保障さ

れなくなる恐れがある。

　これまでの景気回復下において、国と地方の格差

は拡大し、地域経済は疲弊している。賃金が低下す

る中、物価高騰による購買力の低下は、住民の生活

を圧迫させ、さらなる地域経済の悪化や地方行政運

営に深刻な影響を与えることが懸念される。

　よって潮来市議会は、国会及び政府に対し、次の

事項を実現するよう強く要請する。

記

１．　原油や食料の高騰に伴う実質所得低下を緩和

するため、中低所得者層を中心とする所得税減

税や生活困窮者に対する補助金制度の創設、生

活扶助基準に対する物価上昇分（３％程度）の

上乗せを行うこと。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成２０年９月１９日

茨城県潮来市議会

教育予算の拡充を求める意見書

　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤
作りにとってきわめて重要なことである。
　現在、多くの都道府県で、児童生徒の実態に応じ、きめ
細かな対応ができるようにするために、少人数教育が実施さ
れ、保護者や子どもたちから大変有益であるとされている。
　しかし、厳しい地方財政の状況や地方交付税削減の影響
などから、自治体独自の少人数教育を推進することや学校
施設整備などには限界がある。
　教育は未来の先行投資であり、子どもたちがどこに生ま
れ育ったとしても、ひとしく良質な教育が受けられるように
する必要がある。
　よって、政府においては、教育予算を国全体として、しっ
かりと確保・充実させるため、次の事項を実現されるよう、
強く要望する。

記
１．きめ細かい教育の実現のために、第８次公立義務教育
諸学校教職員定数改善計画を策定すること。

２．義務教育費国庫負担制度を堅持すること。
３．学校施設整備費、就学援助・奨学金など教育予算の充
実のため、地方交付税を含む国の予算を拡充すること。

４．教職員の人材確保のための、教職員給与の財源を確保・
充実すること。

５．学校統合問題については、子どもたちを中心に据え、
保護者や地域住民の意見等を聞きながら慎重に検討す
ること。

　以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

平成２０年９月１９日
茨城県潮来市議会

平成１９年度各会計の歳入歳出決算を認定

国 へ の 意 見書
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

𠮷川　俊 議員

あ
や
め
ま
つ
り
の
反
応
は

　

第
57
回
あ
や
め
ま
つ
り
。
市

民
と
観
光
客
等
の
反
応
を
伺

う
。非

常
に
好
評
だ
っ
た

石
田
観
光
課
長

　

夜
の
あ
や
め
園
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た

イ
ベ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。
観
光
客

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

93.4
％
が
「
ま
た
来
た
い
」
で
あ
っ

た
。
あ
や
め
園
周
辺
飲
食
店
の

商
業
関
係
者
か
ら
の
聴
き
取
り

で
は
、
今
年
は
非
常
に
出
足
が

良
く
例
年
に
比
べ
売
上
げ
も
良

く
全
体
的
に
好
評
だ
っ
た
。

経
済
効
果
は

　

あ
や
め
ま
つ
り
へ
の
総
投
資

額
と
経
済
効
果
を
伺
う
。

約
20
億
円
以
上

石
田
観
光
課
長

　

総
投
資
額
は
予
算
ベ
ー
ス
で

２
８
８
７
万
９
０
０
０
円
。
今

年
の
入
り
込
み
客
数
は
75
万
５

６
０
０
人
。
日
帰
り
客
96
％
、

泊
ま
り
客
４
％
。
観
光
白
書
、

県
動
態
調
査
等
指
標
を
参
考
に

求
め
た
直
接
効
果
は
約
20
億
円

以
上
で
あ
っ
た
。

稲
荷
山
公
園
の
展
望
台
は

　

稲
荷
山
公
園
展
望
台
整
備
の

考
え
を
伺
う
。

整
備
を
進
め
た
い

石
田
観
光
課
長

　

現
在
は
竹
林
で
視
界
不
良
の

状
態
。
今
後
、
伐
採
等
を
行
い

整
備
し
た
い
。

裁
判
員
候
補
者
は

　

潮
来
市
の
裁
判
員
候
補
者
数

と
困
惑
す
る
市
民
へ
の
対
応
を

伺
う
。

80
名
の
割
当

秋
永
総
務
課
長

　

水
戸
地
方
裁
判
所
か
ら
の
潮

来
市
の
候
補
者
割
り
当
て
は
80

名
。
市
立
図
書
館
に
裁
判
員
制

度
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
用
意

し
、
随
時
市
民
向
け
裁
判
員
制

度
研
修
会
を
実
施
す
る
。

後
発
医
薬
品
の
普
及
は

　

個
人
の
薬
代
負
担
を
軽
減

し
、
医
療
費
抑
制
に
な
る
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
。
普
及
策
を

伺
う
。

市
内
の
医
療
機
関
も
対
応

小
峰
市
民
課
長　

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普

及
は
医
療
費
削
減
に
有
効
な
手

段
。
環
境
も
整
い
市
内
の
医
療

機
関
で
も
対
応
し
て
い
る
。
今

後
は
、
薬
剤
費
の
推
移
を
み
て

対
応
を
考
え
る
。

農
業
委
員
の
生
産
調
整
は

　

米
余
り
現
象
の
な
か
生
産
調

整
に
尽
力
す
る
農
業
者
。
一
部

非
協
力
的
な
農
業
委
員
の
実
態

を
伺
う
。

答
弁
は
控
え
た
い

岩
本
農
政
課
長

　

加
工
用
米
の
確
定
は
12
月
中

旬
。
ま
だ
計
画
段
階
で
生
産
調

整
そ
の
も
の
が
確
定
し
て
い
な

い
の
で
、
答
弁
は
控
え
た
い
。

潮
来
高
校
の
通
学
路
整

備
は

　

潮
来
高
校
か
ら
ジ
ョ
イ
フ
ル

本
田
に
通
じ
る
非
舗
装
の
通
学

路
。
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

地
権
者
の
同
意
を
得
た

佐
藤
都
市
建
設
課
長

　

本
年
度
は
用
地
の
登
記
等
を

終
え
、
そ
の
後
土
地
改
良
区
等

と
協
議
し
、
早
期
整
備
を
進
め

た
い
。

学
校
の
安
全
対
策
は

　

危
惧
さ
れ
る
学
校
の
安
心
・

安
全
。
各
学
校
の
テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
等
設
置
状
況
と
対
応
を
伺

う
。防

犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設
置

立
原
学
校
教
育
課
長

　

市
内
の
小
・
中
学
校
は
11

校
。
今
年
度
設
置
予
定
を
含
め

防
犯
カ
メ
ラ
は
５
校
、イ
ン
タ
ー

フ
ォ
ン
は
６
校
に
な
る
。
計
画

的
設
置
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

水
道
料
金
値
下
げ
は

　

高
い
水
道
料
金
。
値
下
げ
の

考
え
を
伺
う
。

考
え
て
な
い

大
川
水
道
課
長

　

今
年
度
は
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
大
幅
減
額
。
石
綿
管

更
新
事
業
も
あ
り
今
後
も
健
全

運
営
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
値
下
げ

は
考
え
て
な
い
。

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
。
平
均

支
給
額
は

　

ボ
ー
ナ
ス
支
給
職
員
数
と
総

額
、
１
人
当
た
り
の
平
均
支
給

額
を
伺
う
。

80
万
１
４
６
１
円

秋
永
総
務
課
長

　

市
長
な
ど
の
特
別
職
を
含
め

278
名
。
総
額
は
２
億
２
２
８
０

万
６
１
２
４
円
。
平
均
支
給
額

は
80
万
１
４
６
１
円
。
総
額
は

昨
年
度
よ
り
90
万
８
６
１
６
円

増
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

◎
私
有
地
立
入
禁
止
の
あ
や
め

園
。
そ
の
後
は
。

　

賃
貸
借
契
約
で
現
在
も
交
渉

中
で
あ
る
。

◎
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
。
市
長
の
支

給
額
は
。

　

101
万
１
６
０
円
。
本
来
の
支

給
額
は
144
万
２
５
６
０
円
。

問問答答

問問

答答

問問答答
潮来高校通学路の整備は学校に設置された防犯カメラ

答答

答答

問問

答答 問問

問問答答 問問答答 問問

問問答答

問問答答
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

柚木　巖 議員

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の

補
助
は

①
過
去
の
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費

補
助
の
内
容
と
実
績
、
廃
止

理
由
を
伺
う

②
本
市
の
国
民
健
康
保
険
で
の

医
療
費
削
減
対
策
を
伺
う

③
市
民
の
健
康
長
寿
推
進
を
図

る
た
め
に
、
国
保
対
象
者
の

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
補
助

再
開
を
望
む
が
、
所
見
を
伺

う住
民
健
診
の
検
査
項
目

を
拡
充

小
峰
市
民
課
長

①
国
保
加
入
者
の
40
歳
以
上
を

対
象
に
平
成
12
年
〜
14
年
の

３
年
間
実
施
。
補
助
金
は
受

診
経
費
の
５
割
と
し
、
３
万

円
の
限
度
額
で
、
年
間
60
名

ほ
ど
利
用
し
ま
し
た
。
国
庫

補
助
金
の
廃
止
や
検
査
項
目

が
住
民
健
診
と
重
複
し
て
い

る
た
め
廃
止
と
な
っ
た
。

②
当
市
は
全
国
平
均
と
比
べ
65

歳
未
満
の
死
亡
が
多
く
、
脳

血
管
疾
患
や
心
筋
梗
塞
な
ど

予
防
可
能
な
疾
患
が
３
割
を

占
め
、
人
工
透
析
が
高
額
な

医
療
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
若
い
頃
か

ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
で

あ
り
、
健
診
受
診
率
向
上
の

施
策
を
最
優
先
課
題
と
し
て

い
る
。
今
後
も
健
診
結
果
を

分
析
し
、
き
め
細
か
な
保
健

指
導
に
努
め
て
い
き
た
い
。

③
人
間
ド
ッ
ク
は
費
用
が
高
額

で
、
補
助
し
た
場
合
に
受
診

者
と
未
受
診
者
の
間
で
不
公

平
感
が
生
じ
る
、
財
政
も
厳

し
い
状
況
に
あ
る
の
で
補
助

の
再
開
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

再
質
問

　

検
診
補
助
は
年
間
150
万
円
程

度
に
見
積
も
る
と
、
早
期
発
見

の
治
療
費
の
抑
制
が
図
れ
れ
ば

決
し
て
高
い
費
用
で
は
な
い
と

考
え
る
が
。

柗
田
市
長

　

住
民
健
診
の
検
査
項
目
を
増

や
し
、
人
間
ド
ッ
ク
に
匹
敵
す

る
体
制
を
作
り
上
げ
た
い
。
更

に
は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
積
極
的
な
健
康
管
理
を
目

指
し
、
受
診
率
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

多
重
債
務
者
へ
の
行
政

支
援
は

　

複
数
の
消
費
者
金
融
な
ど
か

ら
自
分
の
返
済
能
力
を
上
回
る

貸
付
を
受
け
、
返
済
に
行
き

詰
っ
て
い
る
人
を
多
重
債
務
者

と
い
い
ま
す
が
、
今
年
３
月
末

時
点
で
３
社
以
上
か
ら
の
借
り

入
れ
が
あ
る
人
は
全
国
で
約
378

万
人
に
上
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
多
重
債
務
者
は
こ
れ
ま
で

「
個
人
の
問
題
」
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
度
重
な

る
借
金
の
取
立
て
を
苦
に
し
て

の
自
殺
や
犯
罪
の
発
生
原
因
と

な
る
こ
と
か
ら
、
今
や
「
社
会

問
題
」
と
し
て
捉
え
る
機
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

①
本
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
寄
せ
ら
れ
た
多
重
債
務
の

相
談
件
数
と
セ
ン
タ
ー
の
活

動
内
容
を
伺
う
。

②
本
市
で
把
握
し
て
い
る
多
重

債
務
者
の
実
態
を
伺
う
。

③
市
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の

掘
り
起
し
か
ら
問
題
解
決
ま

で
の
対
応
と
今
後
の
進
め
方

を
伺
う
。

庁
内
の
連
携
で
対
応
す
る

池
田
社
会
福
祉
課
長

①
平
成
19
年
度
の
相
談
件
数
が

７
件
、
今
年
度
は
８
月
末
で

６
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
週
４
日
の
通
常
相
談
業
務

の
ほ
か
、
本
年
３
月
に
多
重

債
務
者
相
談
会
を
司
法
書
士

の
協
力
に
よ
り
２
日
間
実
施

し
、
４
件
の
相
談
が
あ
り
ま

し
た
。
相
談
は
直
接
面
談
で

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
司
法

書
士
あ
る
い
は
弁
護
士
を
紹

介
し
て
債
務
整
理
を
進
め
て

い
ま
す
。

②
相
談
の
来
ら
れ
る
方
の
年
齢

層
は
20
代
か
ら
60
代
で
、
多

く
の
方
が
月
額
収
入
よ
り
返

済
額
が
上
回
っ
て
お
り
消
費

者
金
融
の
ほ
か
い
わ
ゆ
る
ヤ

ミ
金
融
の
疑
い
の
方
、
複
数

の
消
費
者
金
融
や
銀
行
か
ら

多
額
の
借
り
入
れ
に
よ
り
返

済
で
き
な
い
方
な
ど
が
お
り

ま
す
。

③
多
重
債
務
者
を
相
談
機
関
に

誘
導
す
る
た
め
に
、
広
報
紙

等
に
よ
る
啓
発
と
収
納
事
務

の
あ
る
窓
口
と
の
連
携
を
図

り
、
多
重
債
務
者
の
掘
り
起

こ
し
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

再
質
問

　

今
後
、
市
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
拡
充
す
る
か
、
ス
ピ
ー

ド
対
応
室
の
よ
う
な
行
政
の
英

知
を
結
集
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

池
田
社
会
福
祉
課
長

　

職
員
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
今
後
の

相
談
件
数
の
増
加
を
想
定
し
、

相
談
員
の
研
修
な
ど
も
含
め
て

対
応
を
考
え
た
い
。

諸
星
市
民
福
祉
部
長

　

消
費
者
庁
が
創
設
さ
れ
地
方

へ
の
交
付
金
が
実
現
さ
れ
れ
ば

更
な
る
拡
充
が
図
れ
る
と
考
え

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

問問答答

問問
人間ドッグ検診費の補助は

答答
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

田崎　清 議員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
か
ら
の
潮
来
市
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

①
潮
来
市
の
公
共
施
設
、
特
に

ふ
る
さ
と
館
及
び
牛
堀
出
張

所
に
つ
い
て
の
考
え
は

②
人
件
費
削
減
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
及
び
今
後
に
つ
い

て
。
ま
た
近
隣
市
の
状
況
は

③
職
員
削
減
に
つ
い
て
、
合
併

以
降
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

行
財
政
改
革
の
実
施
計

画
等
を
進
め
て
い
る

川
井
行
財
政
改
革
推
進
室
長

①
ふ
る
さ
と
館
を
含
む
公
共
施

設
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
観

光
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け

だ
け
で
な
く
、
物
販
や
体
験

事
業
等
も
視
野
に
入
れ
、
健

全
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
牛
堀
出

張
所
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
及
び
窓
口
業
務
の
移
転
を

考
え
て
お
り
、
経
費
削
減
の

効
果
と
し
て
年
間
一
千
万
円

ほ
ど
の
効
果
額
の
見
込
み
が

あ
り
ま
す
。

②
特
別
職
の
給
与
・
管
理
職
手

当
に
つ
い
て
削
減
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。
近
隣
の
状
況

に
つ
い
て
は
行
方
市
が
特
別

職
給
与
・
管
理
職
手
当
の
削

減
を
行
い
、
鹿
嶋
・
神
栖
・

鉾
田
市
に
つ
い
て
は
未
実
施

で
現
時
点
で
の
予
定
も
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

③
平
成
13
年
の
合
併
当
時
、
職

員
は
327
名
。
本
年
度
ま
で
に

71
名
が
退
職
、
24
名
を
採
用

し
て
お
り
、
平
成
20
年
度
の

職
員
数
は
277
名
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
定
員
管
理
の
適

正
化
に
よ
り
組
織
の
見
直
し

を
行
い
、「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
く
平
成
23
年
度

職
員
数
260
名
を
目
標
に
削
減

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

再
質
問

　

ふ
る
さ
と
館
に
つ
い
て
観
光

施
設
と
し
て
、
よ
り
効
果
的
、

更
に
活
性
化
に
つ
な
が
る
利
活

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
考
え

は
。
牛
堀
出
張
所
か
ら
の
教
育

委
員
会
及
び
窓
口
業
務
の
移
転

先
・
移
転
後
の
出
張
所
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

柗
田
市
長

　

具
体
的
に
は
教
育
委
員
会
の

本
庁
舎
へ
の
復
帰
。
窓
口
業
務

を
か
す
み
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
移

し
、
窓
口
業
務
を
行
う
と
同
時

に
積
極
的
に
健
康
相
談
を
受
け

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
更
な

る
か
す
み
保
健
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用
が
図
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

出
る
と
考
え
ま
す
。
ふ
る
さ
と

館
に
つ
い
て
は
観
光
施
設
だ
け

で
な
い
付
加
価
値
と
い
う
も
の

を
模
索
し
、
多
く
の
市
民
に
愛

さ
れ
る
施
設
と
い
う
こ
と
を
再

構
築
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

　

牛
堀
出
張
所
を
移
転
後
、
周

辺
地
域
が
廃
れ
な
い
よ
う
活
性

化
に
つ
な
が
る
施
設
が
必
要
。

市
内
に
あ
る
各
種
団
体
が
利
用

で
き
る
よ
う
な
商
工
会
館
や
産

業
会
館
の
よ
う
な
方
向
で
商
工

発
展
に
向
け
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
出
来
れ
ば
…
。

柗
田
市
長

　

積
極
的
に
商
工
会
・
観
光
協

会
が
一
つ
の
産
業
会
館
の
よ
う

な
こ
と
で
移
転
が
果
た
せ
れ
ば

更
な
る
活
性
化
に
繋
が
る
と
思

う
。
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
は

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

小
中
学
校
の
学
習
環
境

に
つ
い
て

　

潮
来
市
の
現
状
と
適
正
規
模

を
下
回
る
各
校
の
状
況
と
適
正

規
模
に
対
す
る
調
査
検
討
の
実

施
に
つ
い
て
伺
う
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
く

立
原
学
校
教
育
課
長

　

潮
来
市
の
小
学
校
７
校
中
３

校
、
中
学
校
４
校
は
す
べ
て
適

正
規
模
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
適
正
規
模
に
伴
う

統
合
を
考
え
る
際
に
は
、
保
護

者
や
地
域
住
民
の
皆
様
の
感
情

を
配
慮
し
、
通
学
区
域
の
広
域

に
伴
う
児
童
生
徒
の
安
全
面
等

も
踏
ま
え
、
慎
重
に
協
議
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
の
運
営
に
つ

い
て

　

子
ど
も
た
ち
の
利
用
が
増
え

る
学
校
休
暇
中
の
公
共
施
設
の

月
曜
日
開
館
、
開
館
時
間
延
長

に
つ
い
て
提
案
し
た
い
。

今
後
検
討
し
て
い
く

矢
幡
生
涯
学
習
課
長

　

か
す
み
市
民
プ
ー
ル
に
つ
い

て
は
月
曜
日
が
祝
日
に
な
る
と

き
に
は
既
に
開
館
し
て
お
り
、

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
へ
の
対
応

は
し
て
き
ま
し
た
。
開
館
日
数

が
増
え
れ
ば
結
果
的
に
指
定
管

理
料
の
支
出
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
公
共
施
設
の
休
業

日
は
安
全
確
保
、
維
持
管
理
上

必
要
で
あ
り
ま
す
。
市
民
の

ニ
ー
ズ
、
費
用
対
効
果
等
を
検

証
し
、
財
政
担
当
等
と
の
庁
内

の
調
整
が
出
来
れ
ば
指
定
管
理

者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
こ
の
た
び
、
社
会
教
育
施

設
、
社
会
体
育
施
設
の
休
館
、

休
業
及
び
受
付
期
間
に
つ
い
て

改
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
県
道
矢
幡
・
潮
来
線
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

問問答答

公共施設の有効利用を

答答 問問答答 問問
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

沼里  真一郎 議員

住
民
税
の
値
上
が
り
に

つ
い
て

　

住
民
税
の
大
幅
ア
ッ
プ
に
驚

い
た
住
民
よ
り
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
所
得
が
あ
ま

り
な
い
人
も
多
額
の
税
金
の
請

求
が
来
た
と
言
っ
て
い
る
。
何

で
住
民
税
は
上
が
る
の
か
。
ど

の
様
な
形
で
上
が
る
の
か
。
課

税
最
低
限
は
標
準
世
帯
で
い
く

ら
か
。
定
率
減
税
廃
止
の
影
響

は
。三

位
一
体
の
改
革
で
住

民
税
率
が
10
％
と
倍

風
間
税
務
課
長

　

平
成
17
年
の
三
位
一
体
改
革

で
の
税
源
移
譲
で
、
住
民
税
率

は
10
％
と
倍
に
な
り
ま
し
た

が
、
国
の
取
り
分
の
所
得
税
が

５
％
に
な
っ
た
の
で
相
対
で
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
か
ら
県

税
の
森
林
湖
沼
環
境
税
が
均
等

割
の
中
に
千
円
追
加
に
な
っ
た

分
と
、
老
年
者
の
125
万
円
ま
で

の
非
課
税
措
置
が
な
く
な
っ
た

分
。
前
年
度
に
医
療
費
控
除
等

を
受
け
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
と
比
べ
て
所
得
が
変
わ

ら
な
い
の
に
税
金
が
大
幅
に
上

が
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
課
税
最
低
限
に
つ
い
て
は
、

夫
婦
と
子
供
２
人
で
所
得
128
万

８
０
０
０
円
、
給
与
収
入
210
万
円

未
満
ま
で
は
均
等
割
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
所
得
割
は
所
得
172
万

円
、
給
与
収
入
271
万
６
０
０
０

円
未
満
が
所
得
割
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
昨
年
か
ら
の
定
率
減
税

の
廃
止
で
住
民
税
が
全
体
的
に

値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
の
値
上
が
り
は

滞
納
者
増
で
値
下
げ
が

必
要

　

国
保
税
も
高
い
と
不
満
の
声

が
大
き
い
。
納
め
き
れ
ず
滞
納

者
が
増
え
て
い
る
。
何
で
値
上

げ
を
す
る
の
か
。
値
下
げ
こ
そ

必
要
で
は
な
い
か
。
国
保
税
の

国
の
負
担
を
増
や
す
国
会
議
決

も
大
分
前
に
さ
れ
て
い
る
の
に

そ
れ
を
行
わ
ず
何
で
低
所
得
者

の
負
担
増
ば
か
り
す
る
の
か
。

こ
れ
で
は
滞
納
者
が
増
え
る
ば

か
り
で
国
民
皆
保
険
医
療
制
度

の
実
質
的
崩
壊
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
憲
法
二

五
条
で
保
障
さ
れ
た
す
べ
て
の

国
民
の
権
利
だ
。
潮
来
で
は
前

市
長
が
町
長
の
時
、
国
保
税
を

引
き
下
げ
た
伝
統
が
あ
る
。
こ

の
伝
統
を
壊
さ
な
い
で
欲
し

い
。
資
格
証
に
な
っ
て
い
る

人
、
短
期
証
に
な
っ
て
い
る
人

は
ど
の
位
い
る
か
。
資
格
証
と

は
実
質
、
保
険
証
の
取
り
上
げ

で
、
医
者
に
も
か
か
れ
ず
死
ぬ

人
も
出
て
い
る
。

滞
納
者
19
年
度

１
５
０
５
人

金
額
３
億
９
０
０
０
万
円

久
保
木
総
務
部
長

　

滞
納
者
は
平
成
17
年
度
１
４

１
７
名
、
金
額
約
３
億
７
５
０

０
万
円
。
18
年
度
１
４
４
９

人
、
３
億
８
４
０
０
万
円
、
19

年
度
１
５
０
５
人
、
３
億
９
０

０
０
万
円
で
す
。
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
等
の
導
入
に
よ
り
、

最
高
限
度
額
は
３
万
円
上
が
り

59
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
滞
納

者
の
全
体
の
７
割
が
30
万
円
未

満
の
人
で
す
。

資
格
証
明
書
発
行
359
名

短
期
証
明
書
発
行
681
名

小
峰
市
民
課
長

　

資
格
証
明
書
発
行
は
359
名
で

す
。
医
者
に
か
か
る
に
は
本
人

が
一
応
全
額
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
短
期
証
明
書
発
行
は
681

名
で
す
。

湖
沼
市
町
村
分
割
に
よ
る

交
付
税
増
へ
の
取
り
組

み
は

　

以
前
の
私
の
質
問
で
は
新
型

交
付
税
で
湖
沼
の
面
積
を
分
割

し
て
算
入
さ
れ
る
よ
う
各
近
隣

の
市
町
村
と
協
議
す
る
様
要
望

し
た
。
そ
の
後
こ
の
取
り
組
み

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
こ

れ
は
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

関
係
市
町
村
全
体
で
約

９
０
０
０
万
円
の
増
収

見
込
み

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

昨
年
７
月
、
県
の
鹿
行
地
方

総
合
事
務
所
が
柗
田
市
長
に
県

へ
の
要
望
事
項
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
際
、
市
長
か
ら
境
界
設
定
へ

の
支
援
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

本
市
が
呼
び
掛
け
人
と
な
り
鹿

嶋
市
行
方
市
鉾
田
市
の
担
当
課

長
と
協
議
、
県
の
支
援
で
境
界

設
定
に
取
り
組
む
事
で
合
意
。

県
市
町
村
課
も
支
援
に
乗
り
出

し
沿
岸
11
市
町
村
会
議
を
４
回

開
催
。
県
の
調
整
で
境
界
設
定

の
意
思
統
一
が
な
さ
れ
た
。
今

後
測
量
業
務
を
受
注
す
る
事
業

主
体
の
決
定
を
経
て
、
予
算
措

置
が
な
さ
れ
、市
町
村
の
合
意
、

関
係
市
町
村
議
会
の
議
決
、
総

務
大
臣
の
告
示
で
境
界
が
決
ま

る
。
交
付
税
の
算
入
は
早
け
れ

ば
平
成
21
年
度
か
ら
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
で
約
９
０
０
０
万
円

の
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

水
原
で
の
土
壌
採
取

フ
ッ
素
混
入

速
や
か
な
撤
去
の
た
め

仮
処
分
な
ど
の
法
的
措

置
を

　

水
原
で
産
廃
が
埋
め
ら
れ
た

か
も
と
地
元
住
民
の
訴
え
で
土

壌
調
査
を
行
い
、
フ
ッ
素
が
基

準
値
を
超
え
て
い
る
事
が
分

か
っ
た
。
業
者
が
速
や
か
な
撤

去
に
応
じ
な
い
場
合
、
前
の
水

原
の
事
例
の
時
の
様
に
撤
去
の

仮
処
分
等
の
訴
訟
を
起
こ
す
な

ど
毅
然
と
し
た
法
的
措
置
で
対

応
す
べ
き
で
は
。

私
は
撤
去
の
仮
処
分
を

　

潮
来
市
長
柗
田
千
春

　
　
　
　
　

名
で
行
う

柗
田
市
長

　

こ
の
汚
染
土
壌
埋
め
立
て
問

題
以
前
に
水
原
で
産
廃
投
棄
も

あ
っ
た
。
こ
の
時
、
住
民
の
取

り
組
み
で
仮
処
分
が
な
さ
れ

た
。
今
回
は
撤
去
の
仮
処
分
を

潮
来
市
長
柗
田
千
春
名
で
行
い

た
い
と
思
う
。
沼
里
議
員
指
摘

に
従
い
、
毅
然
と
し
た
対
応
を

行
い
ま
す
。

答答

答答

問問

問問 答答

答答

問問

水原地区での土壌調査

問問

答答
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

大平　幸一 議員

前
川
排
水
機
場
に
つ
い
て

①
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ

い
て

②
吐
出
口
部
噴
水
つ
い
て
、
総

事
業
費
・
設
計
・
維
持
管
理

費
・
可
動
率
・
耐
用
年
数
・

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
・
細

菌
対
策
・
い
た
ず
ら
対
策
・

費
用
対
効
果
・
管
理
部
署
・

噴
水
設
置
の
前
例
等
の
概
要

を
伺
う

噴
水
事
業
費４

２
４
０
万
円

窪
谷
企
画
財
政
課
長

①
排
水
機
場
工
事
に
つ
い
て
は

８
月
か
ら
吸
水
施
設
本
体
工

事
が
着
工
さ
れ
て
お
り
、
来

年
５
月
の
完
成
に
向
け
て
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
９
月

か
ら
は
発
電
設
備
工
事
、
操

作
盤
室
工
事
等
が
順
次
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

②
吐
出
口
部
の
噴
水
施
設
に
つ

い
て
は
潮
来
市
が
設
置
し
、

噴
水
施
設
の
総
事
業
費
４
２

４
０
万
円
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
噴
水
の
特
徴
は
霧
状

の
噴
水
と
し
て
壁
面
の
中
央

部
に
幅
６
メ
ー
ト
ル
の
滝
の

よ
う
な
噴
水
を
設
置
し
ま

す
。
こ
の
滝
が
不
規
則
に
割

れ
て
、
中
か
ら
魚
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
現
れ
ま
す
。
棒
状

の
噴
水
と
し
て
、
滝
で
隠
れ

る
壁
面
の
魚
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
口
か
ら
、
そ
し
て
壁
面

下
部
の
２
ヶ
所
の
魚
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
計
３
ヶ
所
か
ら

人
間
の
頭
上
を
不
規
則
に
飛

び
交
う
噴
水
を
設
置
し
ま

す
。
維
持
管
理
費
は
電
気
、

水
道
、
点
検
費
等
含
め
年
間

約
300
万
円
予
定
し
て
い
ま

す
。
可
動
時
期
は
４
月
か
ら

10
月
ま
で
は
１
時
間
に
５
分

間
作
動
し
１
日
12
時
間
の
予

定
で
す
。
11
月
か
ら
３
月
ま

で
は
２
時
間
お
き
に
５
分
間

作
動
で
１
日
10
時
間
。
年
間

で
300
日
程
度
の
予
定
で
す
。

耐
用
年
数
は
ノ
ズ
ル
類
は
半

永
久
的
で
、
ポ
ン
プ
、
弁
、

ろ
過
シ
ス
テ
ム
類
は
15
年
か

ら
20
年
と
な
り
ま
す
。
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
観
光
資

源
の
拡
大
、
来
訪
者
の
増

加
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

施
設
管
理
費
の
増
加
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
細
菌
対
策
と
し

て
は
上
水
道
の
使
用
及
び
還

流
用
貯
水
槽
の
塩
素
消
毒
を

行
う
な
ど
し
て
防
止
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
い
た
ず

ら
対
策
に
つ
い
て
は
噴
出

口
、
取
水
口
に
は
保
護
ネ
ッ

ト
等
の
設
置
、
必
要
に
応
じ

て
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
も
検
討

い
た
し
ま
す
。
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
は
有
料
施
設
で
な

い
た
め
難
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
水
郷
潮
来
の
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

施
設
と
な
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
管
理
担

当
課
は
観
光
商
工
課
と
な
り

ま
す
。
潮
来
市
と
し
て
噴
水

設
置
の
前
例
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
旧
牛
堀
町
の
時
に
北
斎

公
園
に
噴
水
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
現
在
は
使
用
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

再
質
問

　

大
雨
時
の
水
没
対
策
を
伺

う
。
ま
た
北
斎
公
園
の
噴
水
は

設
置
か
ら
５
，
６
年
で
閉
鎖
さ

れ
た
が
、
設
置
後
の
管
理
に
つ

い
て
伺
う
。

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

噴
水
施
設
が
冠
水
し
た
場

合
、
ノ
ズ
ル
、
弁
類
等
耐
水
機

材
を
使
用
す
る
た
め
故
障
等
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
等
は
し
っ
か
り
と
行
い
閉

鎖
す
る
こ
と
な
い
よ
う
十
分
気

を
つ
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

①
給
水
訓
練
の
実
施
方
法
を
伺

う
。

②
市
立
図
書
館
敷
地
内
に
あ
る

耐
震
性
貯
水
槽
の
訓
練
内
容

を
伺
う
。

即
、
対
応
で
き
る
体
制
で

秋
永
総
務
課
長

①
地
震
に
よ
り
水
道
管
が
破
損

し
た
と
い
う
想
定
で
給
水
車

を
出
動
さ
せ
訓
練
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
給
水
車
は

１
ト
ン
タ
ン
ク
を
積
載
し
て

お
り
、
防
災
訓
練
時
に
は
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
飲
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
牛
堀
出
張
所
の
職
員
、
水
道

課
の
職
員
が
作
動
点
検
を
行

い
ま
す
。
給
水
エ
ン
ジ
ン
、

ポ
ン
プ
点
検
と
手
動
で
の
給

水
等
の
確
認
作
業
を
行
う
予

定
で
す
。

再
質
問

①
職
員
異
動
に
際
し
て
の
引
継

ぎ
は
。

②
給
水
訓
練
は
年
１
回
で
は
不

十
分
と
考
え
る
が
。

秋
永
総
務
課
長

①
人
事
異
動
は
例
年
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
訓
練
も
今
回
実

施
し
ま
す
。

②
真
摯
に
受
け
止
め
、
給
水
に

関
し
て
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
確
立
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

霞
ケ
浦
の
境
界
設
定
に

つ
い
て

　

霞
ケ
浦
に
各
自
治
体
の
境
界

を
設
定
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
伺
う

境
界
設
定
に
よ
る
交
付

税
の
増
額

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

市
町
村
の
境
界
が
確
定
す
れ

ば
、
面
積
が
交
付
税
に
算
入
さ

れ
国
か
ら
の
交
付
税
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
質
問

　

境
界
を
線
引
き
し
た
部
分
の

管
理
は

窪
谷
企
画
財
政
課
長

　

境
界
が
確
定
し
て
も
管
理
の

面
で
は
何
ら
支
障
は
き
た
し
ま

せ
ん
。

答答

問問答答

問問

災害時には欠かせない給水車

答答 問問
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

橋本  きくい 議員

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
と
北

浦
の
水
の
浄
化
に
つ
い
て

　

昨
年
６
月
の
定
例
議
会
に
お

い
て
、
北
浦
の
水
の
浄
化
に
つ

い
て
最
初
の
質
問
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
当
時
は

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
に
つ
い
て
、

国
交
省
と
那
珂
漁
業
組
合
と
の

交
渉
が
難
航
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
余
り
触
れ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
私
ど
も
、
北
浦
の

水
を
き
れ
い
に
す
る
市
民
の
会

を
発
足
さ
せ
た
の
は
６
年
前
で

あ
っ
て
、
北
浦
か
ら
30
年
前
に

飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
市
と
し
て
は
、

水
の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
鹿
行
の
飲
料
水
を

鹿
嶋
よ
り
と
り
始
め
た
の
は
、

25
万
人
を
対
象
と
し
た
鹿
行
水

道
事
業
体
で
あ
る
。

　

去
る
７
月
24
日
市
役
所
に
お

い
て
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
説

明
会
が
行
わ
れ
、
漁
業
組
合
と

の
交
渉
に
つ
い
て
の
大
変
な
事

態
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
安
閑

と
し
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
私
ど
も
の
組
織
活

動
の
中
で
、
巴
川
か
ら
北
浦
に

水
を
入
れ
て
も
ら
う
と
い
う
お

願
い
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

茨
城
町
の
立
坑
か
ら
巴
川
を

通
し
て
北
浦
に
水
を
流
し
て
い

た
だ
く
方
法
を
提
案
し
た
の
は

私
ど
も
で
あ
る
。
現
地
を
視
察

し
、
こ
の
目
で
確
か
め
、
そ
し

て
平
成
17
年
11
月
に
県
や
国
に

陳
情
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
ど
も
が
北
浦
の
水
を
研
究

し
て
い
る
と
き
、
霞
ヶ
浦
の
対

策
に
つ
い
て
、
当
時
、
稲
敷
郡

の
各
所
で
何
回
も
県
主
催
の
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
３
回
ほ
ど
参
加
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
北
浦
の
こ
と
は
話
題
に

上
が
ら
な
か
っ
た
。
私
共
も
経

験
が
浅
く
発
言
す
る
勇
気
が
無

く
自
分
な
が
ら
情
け
な
く
思
っ

た
が
仲
間
に
勇
気
を
も
ら
い
発

言
し
ま
し
た
。
命
の
水
の
こ
と

な
の
で
自
分
で
も
驚
い
た
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
更
生
保
護
婦
人

会
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
い
た
だ

い
て
、
各
市
町
村
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
た
り
し
て
、
１
万
４

０
０
０
名
の
署
名
を
い
た
だ

き
、
県
や
国
に
陳
情
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　

北
浦
の
水
質
浄
化
対
策
と
し

て
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
中
で

巴
川
を
通
し
て
北
浦
に
水
を
流

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
市
と
し

て
陳
情
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す

か
。事

業
の
動
向
を
見
守
る

豊
野
環
境
課
長

　

北
浦
の
水
質
浄
化
対
策
と
し

て
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
中
で

巴
川
を
通
し
て
北
浦
に
水
を
流

す
陳
情
で
あ
り
ま
す
が
、
霞
ヶ

浦
導
水
事
業
を
取
り
巻
く
状
況

に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
変
化
か

ら
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
湖
沼
環
境
税
に
つ

い
て

　

昨
年
森
林
組
合
の
呼
び
か
け

で
、
50
団
体
の
仲
間
入
り
し
て

環
境
税
に
つ
い
て
話
し
合
い
に

加
わ
り
ま
し
た
。

　

環
境
税
は
県
税
と
し
て
、
１

人
当
た
り
１
０
０
０
円
を
徴
収

し
て
、
16
億
円
に
な
り
ま
す
。

使
い
道
は
、
森
林
関
係
に
８
億

円
、
湖
沼
関
係
に
８
億
円
を
支

出
す
る
よ
う
で
す
。

　

巴
川
か
ら
の
水
云
々
に
つ
い

て
も
そ
の
税
金
が
当
て
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
使
い
道
に
つ
い
て
県
が
打

ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
我
々
の
望
ん
で
い
る
北
浦

周
辺
の
土
地
改
良
区
の
排
水
機

場
に
何
か
取
り
付
け
て
浄
化
の

方
法
が
あ
っ
た
ら
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら

県
の
環
境
課
と
の
接
点
を
思
い

出
し
行
政
の
力
を
借
り
て
浄
化

の
方
策
を
考
え
ま
し
た
。
土
地

改
良
区
の
排
水
機
場
及
び
そ
の

周
辺
の
問
題
と
し
て
皆
さ
ん
で

検
討
し
て
窒
素
、
リ
ン
等
を
採

る
方
策
を
立
て
よ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
が
環
境
税
に

よ
っ
て
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
で
す
。
近
い
う
ち

我
々
の
総
会
が
あ
り
、
話
し
合

い
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
市
長

や
議
員
に
も
参
加
い
た
だ
き

我
々
と
目
線
を
一
つ
に
し
て
話

し
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

内
容
を
調
査
す
る

豊
野
環
境
課
長

　

ご
提
案
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
よ
く
内
容
を
調
査
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
対
応
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

　

潮
来
市
は
米
の
産
地
で
あ

り
、
需
要
を
高
め
る
こ
と
か
ら

も
、
米
粉
に
よ
る
パ
ン
を
学
校

給
食
に
月
に
２
回
程
度
使
用
す

る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

米
粉
パ
ン
導
入
は
難
し
い

立
原
学
校
教
育
課
長

　

現
在
週
５
日
の
給
食
の
う

ち
、
米
飯
が
３
回
、
め
ん
が
１

回
、
パ
ン
が
１
回
と
い
う
提
供

を
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
５
年
ほ

ど
前
ま
で
、
年
１
回
米
粉
パ
ン

を
使
用
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
発
酵
に
手
間
が
か
か

り
、
残
食
が
非
常
に
多
く
、
ま

た
価
格
が
高
か
っ
た
こ
と
で
使

用
し
な
く
な
っ
た
経
緯
が
ご
ざ

い
ま
す
。

　

現
在
も
価
格
の
面
で
も
割
高

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
年
２

回
ほ
ど
使
用
す
る
と
、
費
用
の

面
で
160
万
円
を
超
え
る
支
出
が

伴
う
と
い
う
こ
と
で
、
現
段
階

に
お
い
て
は
、
導
入
は
非
常
に

難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
学
校
給
食
運
営
委
員
会
と

い
う
組
織
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
議
員
か
ら
の
ご
提
言
に
つ

い
て
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問問 答答

答答

問問 答答

問問
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

原　浩道 議員

市
営
住
宅
大
生
団
地
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
み
住
宅
と
し
て

は
限
界
に
近
い
大
生
団
地
。
現

状
の
ま
ま
で
す
と
安
全
安
心
は

も
と
よ
り
環
境
面
に
お
い
て
劣

悪
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
市
は

潮
来
市
第
５
次
総
合
計
画
の
中

で
、
住
宅
対
策
の
推
進
基
本
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。「
入

居
者
が
安
心
で
き
る
市
営
住
宅

の
維
持
管
理
と
多
様
な
住
宅

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
建
替
え
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
街
地
に

お
け
る
定
住
化
の
促
進
を
図
り

ま
す
」。
基
本
計
画
に
お
い
て

は
、「
市
営
住
宅
の
整
備
、
老

朽
化
市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
住

居
者
と
の
合
意
形
成
を
図
り
つ

つ
多
様
な
住
宅
需
要
に
対
応
し

た
建
替
え
を
進
め
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業
の
導
入

に
よ
る
高
齢
者
へ
の
対
応
の
検

討
、
車
い
す
等
に
対
応
す
る
様

な
障
害
者
向
け
住
宅
設
備
の
検

討
」
と
あ
り
ま
す
。

　

市
営
住
宅
と
し
て
現
状
の
ま

ま
今
後
も
存
続
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

存
続
さ
せ
て
い
く

吉
川
建
設
部
長

　

大
生
住
宅
の
今
後
の
跡
地
利

用
、
今
現
在
住
ん
で
お
ら
れ
る

18
世
帯
の
今
後
の
こ
と
を
考
慮

に
い
れ
、
各
棟
に
今
ま
で
点
在

し
て
い
ま
し
た
世
帯
を
、
経
済

的
な
効
果
か
ら
集
中
的
に
管
理

を
す
る
と
い
う
目
的
で
Ｆ
棟
に

ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
前

に
修
理
を
か
な
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
状
況
で
跡
地
利
用

の
方
向
性
が
定
ま
る
ま
で
市
営

住
宅
と
し
て
存
続
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

再
質
問

　

市
長
の
選
挙
公
約
の
中
に
も

市
営
住
宅
の
存
続
と
県
営
住
宅

の
誘
致
が
あ
り
ま
す
。
当
市
の

財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で

あ
る
事
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
住
ん
で
い
な
い
住
宅
を
壊

す
だ
け
で
３
０
０
０
万
の
経
費

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

ず
市
営
住
宅
が
、
第
５
次
総
合

計
画
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
住
め

る
状
態
の
基
準
等
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
も
、
今
本
当
に
こ
の
ま

ま
市
営
住
宅
の
存
続
、
県
営
住

宅
の
誘
致
と
い
う
こ
と
で
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

吉
川
建
設
部
長

　

修
繕
を
か
け
て
住
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、

こ
の
ま
ま
跡
地
利
用
の
方
向
性

が
決
ま
る
ま
で
、
存
続
さ
せ
て

い
き
た
い
。
ま
た
面
積
的
に
も

大
生
住
宅
は
、
８
３
１
９
平

米
、
２
５
２
０
坪
ほ
ど
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
中
で
Ｅ
棟
の
一

部
と
Ｆ
棟
の
２
２
５
０
平
米
は

残
し
ま
し
て
、
随
時
用
途
廃
止

を
し
解
体
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
平
成

19
年
に
区
域
指
定
さ
れ
て
お
り

い
ろ
い
ろ
な
使
い
道
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
用
途
廃
止
し
て
更
地

に
な
っ
た
場
合
、
地
区
以
外
の

人
が
住
宅
を
建
て
る
こ
と
も
で

き
ま
す
し
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
も

建
て
る
こ
と

が
可
能
で
ご

ざ
い
ま
す
。

跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
今

後
十
分
検
討

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く

柗
田
市
長

柗
田
市
長

　

県
営
住
宅
の
誘
致
は
、
地
域

の
人
口
増
を
考
え
て
の
こ
と
で

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
千
代

田
グ
ラ
ビ
ア
さ
ん
が
工
場
の
拡

張
に
よ
っ
て
80
世
帯
が
住
宅
を

取
得
し
た
い
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
生
団
地

の
と
こ
ろ
は
ど
う
で
す
か
と
い

う
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
な
か
な
か
条

件
が
合
わ
ず
現
在
は
日
の
出
地

区
の
方
へ
行
き
ま
し
た
。
人
口

増
を
最
大
の
ね
ら
い
と
し
て
考

え
る
と
、
県
営
住
宅
や
市
営
住

宅
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
面
か

ら
考
え
て
、
よ
り
効
率
的
な
も

の
、
結
果
は
人
口
増
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
引
き
続
き
柔
軟
な
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
企
業
誘
致
の
進
ち
ょ
く
状
況

に
つ
い
て

◎
区
の
加
入
状
況
に
つ
い
て

◎
あ
や
め
園
の
私
有
地
に
つ
い

て

答答

答答

問問

大生住宅の今後は
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一 般 通 告 質 問一 般 通 告 質 問

今泉　利拓 議員

個
人
の
年
金
入
り
敬
老
会

名
簿
の
回
覧
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら

問
題
は
な
い
か
。
市
民
か
ら
指

摘
が
あ
っ
た
。
市
長
は
市
民
の
指

摘
を
ど
う
受
け
と
め
る
の
か
。

今
後
は
慎
重
に
取
り
扱
う

坂
本
介
護
福
祉
課
長

　

今
回
一
部
の
地
区
で
名
簿
を

回
覧
し
、
敬
老
会
へ
の
出
欠
を

取
り
ま
と
め
た
地
区
が
あ
っ

た
。
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
好
ま
し
い
方
法
と
は
言
え
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
名
簿
の
記
載
内
容
、

取
り
扱
い
方
法
に
つ
い
て
、
敬

老
会
の
実
行
委
員
会
で
も
審
議

を
重
ね
、
慎
重
に
取
り
扱
い
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。「

第
57
回
水
郷
潮
来
あ
や

め
ま
つ
り
大
会
」
Ｐ
Ｒ
費

の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

　

当
初
予
算
で
は
Ｐ
Ｒ
費
は
ど

れ
く
ら
い
見
込
ん
で
い
た
か
。

結
果
と
し
て
い
く
ら
か
か
っ
た

か
。
５
月
20
日
、
大
阪
府
の
橋

下
知
事
を
は
じ
め
報
道
機
関

に
、
あ
や
め
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
と

し
て
、
あ
や
め
娘
５
名
、
Ｊ
Ｒ

駅
長
、
市
関
係
者
が
出
向
か
れ

た
が
、
潮
来
市
か
ら
は
誰
が
何

人
く
ら
い
参
加
し
た
か
。
大
阪

ま
で
は
ど
う
い
う
手
段
で
行

き
、
Ｐ
Ｒ
費
は
い
く
ら
位
か

か
っ
た
か
。
執
行
部
は
「
第
57

回
水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
大

会
」
Ｐ
Ｒ
費
の
費
用
対
効
果
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

宿
泊
客
の
面
で
効
果

石
田
観
光
商
工
課
長

　

当
初
予
算
で
の
Ｐ
Ｒ
費
の
見

込
み
は
657
万
３
０
０
０
円
。
決

算
額
は
602
万
４
６
８
１
円
。
大

阪
で
の
Ｐ
Ｒ
に
は
潮
来
市
か
ら

は
市
長
、
副
市
長
、
環
境
経
済

部
長
、
ス
ピ
ー
ド
対
応
室
長
、

観
光
商
工
課
１
名
、
秘
書
課
１

名
。
参
加
者
は
全
部
で
12
名
で

す
。
大
阪
ま
で
の
手
段
は
、
東

京
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
快
速
、
東
京
か

ら
は
大
阪
ま
で
は
新
幹
線
と
タ

ク
シ
ー
を
利
用
し
ま
し
た
。
大

阪
で
の
Ｐ
Ｒ
費
は
41
万
１
７
５

０
円
。
市
内
の
宿
泊
客
が
落
ち

込
ん
で
い
る
状
況
の
中
、
市
長

を
先
頭
に
Ｐ
Ｒ
し
た
結
果
、
宿

泊
の
予
約
状
況
が
横
ば
い
状
態

に
な
っ
た
と
一
部
の
関
係
者
か
ら

感
謝
の
言
葉
も
頂
い
て
い
る
。

再
質
問

　

大
阪
府
の
橋
下
知
事
に
ま
で

Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
。
も
し
来
年
も
続

け
る
の
な
ら
、
人
数
を
減
ら
し

た
り
、
規
模
を
縮
小
し
た
ほ
う

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

石
田
観
光
商
工
課
長

　

最
少
の
費
用
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
の
が
鉄
則
で
す
。
是

非
マ
ス
コ
ミ
受
け
す
る
よ
う
な

効
果
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

前
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

野
球
場
整
備
に
つ
い
て

　

野
球
場
と
し
て
は
い
つ
頃
か

ら
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
は
つ
け
る
の

か
、
つ
け
な
い
の
か
。

ナ
イ
タ
ー
設
備
は
財
政

状
況
を
考
え
て

吉
川
建
設
部
長

　

来
年
４
月
に
は
使
用
で
き
る

予
定
で
す
。
ナ
イ
タ
ー
設
備
に

つ
い
て
は
各
種
団
体
、
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
関
係
者
と
話
し
合

い
を
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
精

査
し
て
い
る
最
中
で
す
。
結
果

を
踏
ま
え
整
備
予
算
を
加
え
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

森
林
湖
沼
環
境
税
の
利

活
用
に
つ
い
て

　

森
林
湖
沼
環
境
税
の
湖
沼
税

の
部
分
の
利
活
用
事
業
と
し

て
、
当
初
の
予
定
を
変
更
し

て
、
地
下
浸
透
式
で
雑
排
水
処

理
を
は
じ
め
た
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
い
た
こ
の
郷
」
関

係
の
下
水
管
敷
設
工
事
を
取
り

上
げ
る
こ
と
を
市
の
ほ
う
で
考

え
て
も
ら
い
た
い
。
農
業
集
落

排
水
事
業
で
敷
設
し
た
下
水
管

を
「
い
た
こ
の
郷
」
方
面
に
約

700
メ
ー
ト
ル
伸
ば
す
工
事
費
は

い
く
ら
位
か
。
森
林
湖
沼
環
境

税
対
策
事
業
に
該
当
す
る
と
県

か
ら
い
く
ら
く
ら
い
の
補
助
が

出
る
の
か
。

森
林
湖
沼
環
境
税
の
対

象
外

天
川
下
水
道
課
長

　

「
い
た
こ
の
郷
」
だ
け
を
対

象
に
考
え
る
と
、
圧
送
管
約
700

メ
ー
ト
ル
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
設
置
に
な
る
の
で
概
算
費

用
は
約
２
５
０
０
万
円
。
周
辺

の
住
民
に
枝
線
で
つ
な
い
で
も

ら
う
と
、
概
算
金
額
で
約
６
０

０
０
万
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
こ

の
事
業
は
補
助
該
当
に
は
な
ら

な
い
の
で
、
接
続
の
場
合
費
用

は
全
て
個
人
負
担
か
、
市
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
北
浦
の
水
質
浄
化
と
環
境
美

化
に
つ
い
て

◎
北
浦
堤
防
上
道
路
の
安
全
確

保
に
つ
い
て

◎
潮
来
市
の
「
緑
を
守
る
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て

◎
第
３
セ
ク
タ
ー
、
㈱
い
た
こ

の
情
報
公
開
の
制
約
に
つ
い

て

答答

問問

答答

問問

問問

あやめまつりＰＲの効果は

整備中の前川運動公園

答答

答答問問
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９月定例会から議会のインターネット中継と

庁舎１階でのモニター中継を始めました。

議会議員活動日誌（平成２０年７月～９月)議会議員活動日誌（平成２０年７月～９月)

庁舎１階でのテレビモニター中継

全国市町村交流レガッタ大会へ出場

◎議会チーム　　　　議員の部　４位
◎議会ＯＢチーム　　ＯＢの部　優勝
◎いたこ花組チーム　壮年女子　３位

期 日 内　　　　容 議  員

７月 １日
～２日

茨城県市議会議長会研修会 議 長

３日 水戸神栖線・玉里水戸線建設促進期成同盟会 議 長

４日 行方地域農業振興協議会総会 議 長

６日 消防夏期訓練 議 長

８日 　
～９日

教育福祉委員会行政視察 教育福祉委員

１１日 国民文化祭実行委員会 議 長

１３日 水原八坂神社祭礼 議 長

１５日 　
～１６日

環境経済建設委員会行政視察 環境経済建設委員

１８日 鹿行広域組合議会定例会 組 合 議 員

２０日 香取市民レガッタ大会 関 係 議 員

２０日 下壹丁目山車竣工式 議 長

２２日 霞ケ浦水郷流域下水道整備協議会研修 関 係 議 員

２２日 鹿島灘海岸環境整備事業推進協議会 議 長

２２日 交通安全街頭キャンペーン 議 長

２３日 延方小学校特別教室安全祈願祭 関 係 議 員

２３日 県北鹿行市議会議長会定例会 議 長

２４日 香取・鹿嶋・潮来議員交流会 全 議 員

２６日 日の出祇園祭礼 議長・関係議員

２７日 硯宮神社祭礼 議長・関係議員

２７日 あやめ園整備事業 議 長

２９日 議会広報編集委員会 広 報 委 員

２９日 教育福祉委員会協議会 教育福祉委員

３０日 環境経済建設委員会協議会 環境経済建設委員

８月 ２日 素鵞熊野神社例大祭 議 長

６日 議会運営委員会 議会運営委員

８日 ＪＡなめがた合併２０周年記念式典 議 長

期 日 内　　　　容 議  員

８日 潮来市振興計画審議会
議長・副議長
各 委 員 長

１９日 人権尊重教育研修会 議 長

２１日 議会運営委員会 議会運営委員

２１日 環境経済建設委員会協議会 環境経済建設委員

２１日 鹿行議長会・県議意見交換会 議 長

２３日 スポーツ少年団潮来市長杯 議 長

２３日 潮来市商工祭 議 長

２３日 水郷潮来花火大会 議長・関係議員

２７日 全員協議会 全 議 員

９月 １日 議会運営委員会 議会運営委員

２日 行方市合併３周年記念式典 議 長

４日 ９月定例会本会議　開会 全 議 員

６日 潮来第二中学校体育祭 関 係 議 員

９日 ９月定例会本会議　一般質問 全 議 員

１０日 ９月定例会本会議　一般質問 全 議 員

１２日 ９月定例会本会議　議案審議 全 議 員

１３日 津知・大生原・日の出小運動会 関 係 議 員

１５日 敬老会 全 議 員

１６日 教育福祉委員会 教育福祉委員

１６日 環境経済建設委員会 環境経済建設委員

１６日 総務委員会 総 務 委 員

１７日 潮来公民館運営委員会 議長・関係議員

１９日 ９月定例会本会議　閉会 全 議 員

１９日 交通安全街頭キャンペーン 議 長

２１日 潮来・徳島・牛堀小運動会 関 係 議 員

２３日 戦没者追悼式 全 議 員

２７日 　
～２８日

全国市町村交流レガッタ 関 係 議 員
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環 境 経済 建設委員会 総 務 委 員 会

教 育 福 祉 委 員 会議 会広報 編集委員会

環 境 経済 建設委員会環 境 経済 建設委員会 総 務 委 員 会総 務 委 員 会

教 育 福 祉 委 員 会教 育 福 祉 委 員 会議 会広報 編集委員会議 会広報 編集委員会

環 境 経済 建設委員会 総 務 委 員 会
　７月２２日、横浜市みなとみらいにおいて開催されま
した下水道展の視察研修を行いました。
　下水道展は、主として全国の地方公共団体を対象
に、下水道に関する設計、建設、下水処理、維持管理
等幅広い分野の最新の技術、機器等を一堂に会し、
展示・紹介するものであり、また、下水道関係者の情
報交換の場として開催されるものであります。
　さて、当市における生活排水処理でありますが、下
水道・農業集落排水・合併処理浄化槽の３施設事業に
より生活排水の処理を行っています。
　下水道事業については、霞ケ浦の水質汚濁防止・生
活環境の整備を目的に昭和４７年に事業着手し現在に
至っています。
　課題として現在、下水道施設の耐震性の強化、下水
道が持つ「水」「汚泥」の両面で資源の有効利用等の
推進をはじめとする循環型社会への取り組みなど、課
題を抱えており
ますが、今後、
委員会として視
察研修により学
んだことを活か
し、１つでも多く
の課題を解決
し、下水道事業
の推進に取り込
んでまいります。

環 境 経済 建設委員会環 境 経済 建設委員会 総 務 委 員 会総 務 委 員 会
　総務委員会では、潮来市の特性を生かした企業誘致
の推進が最優先事項であり、潮来市の財政確保こそが
安心安全なまちづくりの基本であるとの考えから、山
梨県北杜市、長野県飯田市へ行政視察を行いました。
北杜市はミネラルウォーター生産量、日照時間が日本
一であり、それらの豊かな自然環境を生かした取り組
みを行っていた。注目すべきは独立行政法人で行われ
ていた、大規模電力供給用太陽光発電の研究でした。
これらは地域の特性を生かした一例かと思われます。
　また、市民の安心安全を守ることからも、防災対策等
も大切な施策であります。今年度から前川排水工事が国
土交通省の事業で始まりました。完成すれば前川周辺
の水害も無くなり安心できます。
　市では市民ぐるみの防災訓練を毎年実施しており、
今年度は大生原
地区で実施され
ました。多くの市
民が参加して災
害に強いまちづく
り、安心して暮ら
せるまちづくりに
向け委員一同努
力して参ります。

委 員 会 報 告委 員 会 報 告委 員 会 報 告

　学校施設は、児童生徒が１日の大半を過ごす学

習・生活の場であり、災害発生時には地域の皆さ

んの避難場所となる重要な役割を担っています。

　本年６月から延方小学校特別教室棟が２ケ年継

続事業ではじまり、すでに特別教室仮設校舎を建

設し授業を行っております。また、旧校舎解体工

事を９月に着手し、計画工程に基づき、特別教室

棟（生活科室、家庭科室、音楽室、パソコン室、

理科室等）の建設工事は来年１０月完成の見込み

であります。

　所管委員会としましても、潮来市の学校施設の

耐震化の促進

を図ることか

ら、安全・安

心な学校施設

の充実に向け

さらなる議論を

して参ります。

　１０月２８日・２９日、福島県広野町及びいわき市議へ
議会だよりの広報編集について行政視察を行いました。
　広野町議会は、町村議会の広報コンクールで入選す
るなどの実績があり、議会としても大変熱心に取り組ま
れていました。編集に関しては、写真を多く取り入れ、
見やすくインパクトのある紙面づくりが大変参考になり
ました。表紙の写真には出来るだけ子どもたちを掲載
し、また「まちかどインタビュー」として町民の声を載
せるなど、住民参加型の議会広報に努めていました。
いわき市議会では、議会だよりを「ほうれんそう」と題
して、全頁カラー刷りで発行し、また視覚障害者向け
に、点字の議会だより、声の議会だよりを発行し無料
で配付しているそうです。より多くの市民に親しまれ、
読んでもらえる広報紙づくりに取り組んでいました。
　今回の研修成果を生かし、潮来市議会だよりも、市
民の皆様にわかりやすく、親しまれる広報紙を目指し、
委員一同努力して参ります。

仮設教室での授業風景

潮来浄化センター



お  願  い
◎中継を多数の方が同時にご覧頂いた場合には、映像がうまく表
示されない場合がありますのであらかじめご了解願います。
　中継をご覧いただくには動画再生ソフト Windows Media 
Player が必要になります。（無料）
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金
融
危
機
、
世
界
は
今
ま
で
に
無

い
深
刻
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
感
が
根
底

か
ら
揺
ら
ぎ
、
影
響
が
ど
こ
ま
で
及

ぶ
の
か
見
極
め
が
つ
か
な
い
。
市
場

の
力
が
異
常
な
ほ
ど
強
く
、
何
か
を

き
め
る
力
は
政
治
で
は
な
く
市
場
に

あ
っ
た
。
政
治
経
済
両
面
で
の
ア
メ

リ
カ
の
権
威
が
傷
つ
い
た
こ
と
で
、

戦
後
の
大
き
な
座
標
軸
が
崩
壊
し

た
。
ア
メ
リ
カ
が
権
威
を
回
復
す
る

の
か
、
そ
の
間
に
別
の
権
威
が
現
れ

る
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
際

社
会
で
の
日
本
の
立
ち
位
置
は
劇
的

に
変
わ
る
。
日
本
の
政
府
の
知
恵
が

本
当
に
試
さ
れ
る
時
代
に
入
っ
た
。

潮
来
市
に
お
い
て
も
議
会
中
継
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
始
ま
り
、
よ

り
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
お
り
、

万
事
世
の
中
の
動
き
が
早
ま
る
中
で

先
例
や
慣
行
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
新
た
な
試
み
を
次
々
に
打
ち
出
せ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
議
会
を

目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
原　

浩
道
）

潮来インターチェンジ交差点
付近に設置しました。

　水郷有料道路の無料化については市民の長年

の悲願です。議会においては、有料道路沿いへ

の立て看板設置等を行いました。また区長会を通

して市民の皆様から頂いた署名とともに、再度茨

城県へ要望して参りたいと思います。今後ともご

協力のほどよろしくお願いいたします。

　９月定例会から議会本会議の映像（録画）がインターネットで

ご覧いただけます。

　また１２月定例会からは、インターネットによる生中継を開始します。

水郷有料道路早期無料化を！

潮来市ホームページ 潮来市議会ホームページ

１２月定例会は、１２月定例会は、１２１２月月４４日（木）開会予定です。日（木）開会予定です。

議
会
広
報
編
集
委
員
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長　
　

根
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又
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柚
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浩
道

　
　
　
　
　
　

田
崎　
　

清

　
　
　
　
　
　

沼
里
真
一
郎

　
　
　
　
　
　
　

川　
　

俊

編編

集集

後後

記記

議会中継のインターネット配信を始めました

ここをクリック

３

ここをクリック

２

ここをクリック

１

見たい月日を選択してクリック

６５

開催年をクリック

４

再
生
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

７

定例会名をクリック


